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参考２　用語解説

インフォームドコンセント（P19,49）

医師が、患者に対して、受ける治療内容の方法や意味、効果、危険性、その後の予想や治療にかかる費用などについて十分にかつ分かりやすく説明をした上で、治療の同意を得ること。


うつくしまエコリーダー（P23,54）

地域における環境保全活動や環境学習を推進するリーダーとして、積極的な役割を担う方を、知事が認定。地域での環境保全活動のすそのの拡大と活性化を図っています。

うつくしま県民意見公募（パブリック・コメント）（P27,45,46）

県民生活に密接に関連する条例や計画などの重要な施策について、県民の意見を募り、県の施策決定に反映しています。
  福島県では、「うつくしま県民意見公募」（パブリック・コメント）として、平成１４年１０月１日から施行しています。

ＮＰＯ（P5,8,9,11,21,29,30,32,34,36,40,53）

Non-Profit  Organization（民間非営利組織）の略。営利を目的とせず、公共的な活動を行う民間の組織・団体の総称です。

エンパワーメント（P27）

　力をつけること。個々の女性が自ら意識と能力を高め、政治的、経済的、社会的及び文化的に力を持った存在になること。

家族経営協定（P27,54）

家族農業経営に従事する各世帯員が、意欲とやりがいを持って経営に参画できるよう経営方針、役割分担、就業環境等について家族間で十分話し合い、取り決めた事項を文書にしたもの。

グリーン・ツーリズム（P15,17,53）

都市住民などが緑豊かな農山漁村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動。
グループホーム（P23,54）

　地域社会の中にある住宅（アパート、マンション、一戸建など）において、複数の障がい者が一定の経済的負担により共同で生活する形態。欧米で広く定着しており、日本でも設置が進んできています。


県政講座（P4,7,12,14,16,46,53）

県民をはじめ、市民活動団体、学校、市町村などが主催する一定規模の集会・会合等に県の担当職員などが出向いて県の計画や事業などについて説明し、意見交換等を行っています。
　事業により名称は異なりますが（県政講座、出前講座、ミニ講座など）、総称して、「県政講座」と呼んでいます。
県民カレッジ（P13,15,53）

県内にある様々な学習機会を体系化して県民に提供する、県全域を対象とした新しい総合的な学習サービス提供システム。


国際交流員（P16）

語学指導などを行う外国青年招致事業に参加し、地方公共団体で国際交流事業に従事する外国青年。単に語学指導のみならず広く地域社会の国際理解に貢献しており、帰国後は母国と日本との架け橋として活躍しています。

固定的な性別役割分担（P18）

男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であるにもかかわらず、男性、女性という性別を理由として、役割を固定的に分けることをいいます。
「男は仕事・女は家庭」、「男性は主要な業務・女性は補助的業務」等は固定的な考え方により、男性・女性の役割を決めている例です。（出典：内閣府男女共同参画局ホームページ「用語集」より）

「仕事と生活の調和」推進企業（P25,54）
「仕事と家庭の両立」、「パート労働者の公正な処遇」、「男女共同参画」の取組みが進んでいる県内企業を県が認証する県次世代育成支援企業認証制度の認証を受けた企業。
セクシュアル・ハラスメント（ｐ　）

セーフティネット（P20）

「安全装置」のこと。社会保障制度など、生活や社会全体の安全・安心を維持する制度やシステム、または、経済分野で一部の破綻が全体に及ばないようにするためのシステムをいいます。

総括ユニバーサルデザイン推進リーダー　
（P8,52）

県では、ユニバーサルデザインの考え方を県の事務事業の細部にまで広く浸透させる等のため、平成１５年４月より、本庁各グループ参事等及び出先機関の次長等をユニバーサルデザイン推進リーダーに配置するとともに、本庁各部局の企画主幹等を総括ユニバーサルデザイン推進リーダーに配置しています。
総合的な学習の時間（P6）

各学校が地域や学校の実態などに応じて、横断的・総合的な学習や生徒の興味・関心に基づく学習など、創意工夫を生かした教育活動を行う時間。

多文化共生（P7,12,14,16,53）

多文化とは、世界の様々な国、地域から移り
住んで来た人たちの文化を主に指します。そうした、様々な文化、個性を持った人々が、違いの大切さを認め合いながら、社会の一員として活躍することで、社会全体を豊かにすること。

地球体験キャラバン（P17,53）

青年海外協力隊のOB/OGの協力を得ながら、開発途上国の様々な文化や価値観を県民（特に小中学生）に紹介するとともに、海外技術研修員や留学生と県民との交流を図る事業。


低床バス（P28,32,55）

地上面から床面までの高さが６５ｃｍ以下で、スロープ板や車いすスペースがあるなど高齢者や身体に障がいのある方の乗降に配慮したバスをいいます。低床バスとしてはノンステップバス、ワンステップバスがあります。
テロップ（P48）

　放送画面上に付加される文字情報。現在では、マークやキャラクターなどを加えたグラフィカルな表現が多くなっています。
電子投票（P45）

タッチパネルに触れて投票するなどの電子機器による投票。目の不自由な人のためにヘッドフォンによる音声説明の装置も付いており、結果的に障がい者の参政を促す効果もあります。

電子入札（P46）

入札参加条件を満たす者が、公共事業の入札手続きをインターネットを通じて電子的に行うもの。参加条件を満たす者が誰でも容易に入札に参加できる環境を実現するものであり、請負業者にとっては、競争性や受注機会の拡大、事務処理の迅速化によるコスト縮減が期待されます。


ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）
（P18,19,21）

　夫や恋人など親密な関係にある者から振るわれる暴力。広義には女性や子ども、高齢者や障がい者など家庭内弱者への暴力を指します。
トレーサビリティシステム（P20）

生産、加工、流通及び販売の各段階で、食品の生産・製造方法、仕入先、販売先などを記録することにより、食品に関する生産情報を追跡し、遡及できる一連の仕組みのこと。

二地域居住（P16）

都市などの住民が地方にも住宅やなじみの民宿などに拠点を持ち、週末や季節ごとに二つの地域を行ったり来たりしながら暮らすライフスタイルをいいます。

配偶者暴力相談支援センター（P22,54）

　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図るための業務を行う施設。県女性のための相談支援センターや男女共生センター、保健福祉事務所などがその役割を担い、殴る蹴るといった暴力のほか、精神的な暴力についての相談、カウンセリング、一時保護、各種情報の提供などを行っています。

パソコン要約筆記（P25）

人が話している内容を要約してパソコンに入力すること。一般的には、要約したものをその場でスクリーンなどに映し出して文字として見せることをいいます。

パブリシティ活動（P4）
企業等の広報活動の一つですが、広告とは異なりマスメディアに対して企業等が代金を払わない活動です。具体的には、新聞やテレビの中のニュースでその企業等の活動に対して報道されるものであり、これが（ニュース）パブリシティといわれています。
バリアフリー（P28,39,47,55）

　高齢者や障がい者などが社会生活を営む上でのさまざまな障壁（バリア）を除去すること。物理的な障壁、制度的な障壁、文化・情報面の障壁、意識上の障壁があるとされています。

ピアカウンセリング（P21）

　ピア（Ｐｅｅｒ）という言葉は、「仲間」「対等」の意味で、共通の経験と関心にもとづいた仲間同士の相互支援活動をいいます。
ひきこもり（P19）

　９０年代に社会的に注目されるようになった、人間関係の拒絶・社会参加の拒絶などの特徴をもつ現象。当初は不登校などの児童生徒について言及されていましたが、近年は若者についても指摘されることが多くなっています。

人にやさしい観光地づくりガイドライン（P47）

観光産業に携わる方々に対し、観光施設、宿泊施設、交通機関などのバリアフリー化を進める上で指針となるような考え方や内容を示すことを目的として平成１２年３月に策定された県のガイドライン。高齢者や障がい者の自由行動、自由参加を促進することを基本的な方向としています。

人にやさしいまちづくり条例

（P12,28,30,32,33,35,37,40,55）

高齢者や障がい者などに配慮したやさしいまちづくりをより一層進めるため平成７年３月に制定された県の条例。人にやさしいまちづくりの基本理念や県、市町村、事業者及び県民の責務を明らかにし、必要な施策の推進を図ることとしています。

ふくしま子ども憲章（P10）

子どもたちの規範意識の向上を図るために、平成１６年度に県内の小中学生から募集し、決定した宣言。「大切にしていきたいこと」「集団生活や社会生活の中で必要なこと」「自らの向上を目指すこと」といった６つの言葉のほか、「自分で考えたこと」を書き加える７つ目の言葉があります。
ふくしまユニバーサルデザイン推進パートナー（P9,53）

県とともにユニバーサルデザインを推進していく個人や団体をパートナーとして登録し、その活動内容を県のホームページ、メールマガジンなどで周知することによりユニバーサルデザインの理念普及につなげています。平成　１８年３月現在１６８人、１４団体が登録されています。

防犯環境設計（P20,30）

　道路、公園などの公共施設の配置や住居構造設備などのハード面においてあらかじめ犯罪の起こりにくい環境を設定する考え方。
ホームページの作成に関する手引き（P49）

福島県ホームページにおいて、各グループ等が作成するページに全体としての統一性を持たせ、利用者にとって分かりやすく使いやすいホームページの作成を目指すための手引き。
ボランティア・コーディネーター（P17）

　生涯学習によって得られた知識や技術をボランティア活動に活かしたいという人に対して、活動できるようにコーディネート（仲介、情報提供、カウンセラー）する人。

みんなのトイレ（P29,33,36,40）

車いすの人や赤ちゃんを連れた人をはじめ、だれもが利用できるように設計されたトイレ。


メディアリテラシー（P6,14,50）

メディアを利用する技術や、伝えられた内容を分析する能力のこと。

もりの案内人（P17,53）
　自然観察や森林づくり、野外活動を通じて、森林や林業の知識を広く県民に伝えるボランティアによる指導者で、養成講座、認定試験を経て知事が認定する。平成１９年３月現在　　３１１人が認定され活動している。

やさしさマーク（P34,35,55）

人にやさしいまちづくり条例に基づき、高齢者や障がい者などに配慮した施設づくりをしている建物に県が交付しているマーク。
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結いの精神（P14）

　困った人がいれば、地域の人みんなで助け合う相互扶助の精神。労働力だけでなく精神的にも助け合う共同体の精神をいいます。
ここでは、「新しい時代の助け合いの心」として使用しています。
優良景観形成住民協定（P30,55）

景観形成に関する住民協定のうち県土の景観形成に資するものについて、福島県景観条例に基づき知事が「優良」と認定し、広く公表しています。

ユーザーエキスパート（P16）

もの、施設、サービスなどの利用者であると同時に、これらの利用者としての評価の経験、教育や研修などでその能力を身につけた人に対する総称として用いられます。

ユニバーサルデザイン推進リーダー（P8,52）

県では、ユニバーサルデザインの考え方を県の事務事業の細部にまで広く浸透させる等のため、平成１５年４月より、本庁各グループ参事等及び出先機関の次長等をユニバーサルデザイン推進リーダーに配置するとともに、本庁各部局の企画主幹等を総括ユニバーサルデザイン推進リーダーに配置しています。
ユニバーサルデザインチェック

（P29,32,34,36,40）

　より暮らしやすいまちづくりやよりよいサービスの提供などへ役立てるため、利用者の視点からまちやサービスなどの現状の問題点や今後の改良点などをチェックすること。

リーガルリテラシー（P6,7,13,14）

法律に対する知識と、それを活用する能力のこと。

ワンストップサービス（P45）

相互に関連する手続きを、できる限り１回の手続きによって全て完了できるようにするなどして、住民の視点に立った満足度の高いサービスを展開すること。
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